
「多様な学生へのアプローチ」
～多様な学生ニーズに応える支援の在り方について～

【はじめに】

【学生の実態から】

【多様性へのアプローチ】

Ⅱ【授業づくり】

１ ．授業規律の徹底！

２ ．授業づくりの４要素

３ ．アクティブ・ラーニング

４ ．授業の５つのパターン

５ ．授業への集中

６ ．教職員の「チーム力」

７ ．最後に

Ⅰ【人間関係づくり】

１．学修支援

２ ． 「見られ、認められ、あてにされる」

３．成功体験が学修意欲を高める

４．ほめられ評価されると学習が「強化」される

５．叱ると怒る

６．一面的な思い込みの克服
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